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作
業
服
や
白
衣
、
事
務
服
の
卸

販
売
、
小
売
を
メ
イ
ン
と
す
る
武

蔵
野
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
足
袋
を
手

が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２
０

１
２
年
１
月
の
こ
と
だ
。

　

会
社
が
あ
る
行
田
市
は
「
足
袋

の
ま
ち
」
と
し
て
有
名
。
足
袋
の
老

舗
業
者
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
開

発
に
挑
む
と
い

う
池
井
戸
潤
さ

ん
の
小
説
「
陸

王
」
の
舞
台
と

な
り
、
２
０
１

７
年
秋
に
は
ド

ラ
マ
化
さ
れ
て

話
題
を
呼
ん
だ
。

　

足
袋
業
者
で

な
い
同
社
の
足

袋
は
か
な
り
異

色
と
言
っ
て
い

い
。「
ポ
ッ
プ
足

袋
」
と
銘
打
っ

た
第
1
弾
商
品

は
黄
色
の
地
に
黒
色
の
水
玉
模
様
。

製
造
を
依
頼
し
た
足
袋
業
者
の
職

人
さ
ん
か
ら
は
「
こ
ん
な
の
誰
が

買
う
ん
だ
い
」「
目
が
チ
カ
チ
カ
す

る
ん
だ
よ
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
、

と
小
松
和
弘
代
表
取
締
役
は
笑
う
。

「
こ
の
足
袋
な
ら
洋
装
に
も
合
う

の
で
は
」
と
考
え
た
小
松
氏
は
海

外
進
出
を
も
く
ろ
む
。
２
０
１
４

年
6
月
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
に

日
本
の
神
社
が
で
き
た
記
念
の
イ

ベ
ン
ト
、
翌
年
7
月
に
は
パ
リ
の

ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
に
出
品
。
こ

れ
を
機
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
「
サ
ム

ラ
イ
足
袋
」
に
変
え
た
。

「
他
に
な
い
柄
で
洋
服
に
も
合
う
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
の
一
つ

に
な
る
よ
う
な
足
袋
」
が
サ
ム
ラ

イ
足
袋
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
こ
の
路

線
を
さ
ら
に
推
し
進
め
よ
う
と
、

も
の
づ
く
り
補
助
金
を
活
用
し
２

０
１
７
年
に
刺
繍
機
を
導
入
し
た
。

一
度
に
六
つ
の
刺
繍
が
で
き
る
6

頭
立
て
、
精
巧
な
刺
繍
が
施
せ
る

1
頭
立
て
の
2
台
だ
。

　

同
年
か
ら
、
パ
リ
市
内
の
店
舗

に
サ
ム
ラ
イ
足
袋
を
置
い
て
も
ら

お
う
と
営
業
活
動
を
強
化
。
竜
や

家
紋
と
い
っ
た
和
柄
の
デ
ザ
イ
ン

刺
繍
で
個
性
を
際
立
た
せ
た
サ
ム

ラ
イ
足
袋
を
売
り
込
ん
だ
。

　

2
0
1
8
年
7
月
の
パ
リ
・
ジ
ャ

パ
ン
エ
キ
ス
ポ
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
っ
た
。
小
松

氏
は
「
サ
ム
ラ
イ
足
袋
は
海
外
人

気
を
先
行
さ
せ
、
逆
輸
入
を
狙
い

た
い
」
と
意
気
込
む
。
同
年
か
ら

は
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

サ
ム
ラ
イ
印
で
逆
輸
入
狙
う
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メ　モ▶�サムライ足袋は2017年11月、彩の国優良ブランド品に認定。

その海外店舗での販売計画は2019年1月、埼玉県経営革新計
画の承認を受けている。

刺繍機導入によるポップデザイン足袋の開発と
国内及び海外販売展開

株式会社武蔵野ユニフォーム
─ 行田市 ─

和柄を強調する独特のデザイン刺繍を施したサムライ足袋


